
　 　 　　

緒　言

　Primitive trigeminal artery（PTA） は内頚動脈の
C�/�部と上小脳動脈と前下小脳動脈の間の脳底動脈を
結ぶ最も高頻度に認められる遺残動脈であり脳動脈瘤，
脳動静脈奇形，三叉神経痛などとの合併の報告がある �）．
PTA variant（PTAv）はPTAが直接，小脳皮質静脈と
交通するものであるが，PTA同様に動脈瘤の合併が報
告されている．今回われわれはPTAv aneurysmにより
外転神経麻痺を来した稀な症例を経験したので，解剖学

的特徴を中心に文献的考察を加え報告する．

症例呈示

患者：��歳，女性．
主訴：複視．
既往歴：特記事項なし
家族歴：特記事項なし
現病歴：����年 ��月 �日，左方注視時の複視が出現し，
その後も症状の改善がなく ��月 �日に当院眼科を受診
した．左外転神経麻痺を指摘され，神経疾患疑いにて頭
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● ●
Objective: We herein report a rare case of primitive trigeminal artery variant 
PTAv� aneurysm 
presenting with abducens nerve palsy.
Case presentation: A ��-year-old female had suffered from diplopia of her left lateral gaze for seven days 
due to left abducens nerve palsy. Left carotid angiography showed a PTAv trunk aneurysm. Internal 
trapping of the aneurysm with detachable coils was performed. The left abducens nerve palsy thereafter 
showed a remarkable improvement and disappeared completely.
Conclusion: Only six previously reported cases of PTAv were associated with an aneurysm of the PTAv. 
Two of the six cases presented with abducens nerve palsy. We therefore consider coil embolization of 
PTAv aneurysms to be a useful treatment, even if the patient presents with abducens nerve palsy. 
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部MRIを施行された . 造影後TOFにて海綿静脈洞部に
信号の左右差があり，左海綿静脈洞部硬膜動静脈瘻を疑
われ，当科紹介受診となった（Fig. 1）． 
入院時神経学的所見： 意識清明，左眼はほぼ完全な外転
制限があり，他の方向では運動制限を認めない . 眼球突
出や眼球結膜の充血はない . 

脳血管撮影所見：外頚動脈撮影では明らかなAVFの所
見は認められず，左内頚動脈撮影にて，錐体部から海綿
静脈洞部の移行部背外側に瘤状の拡張と皮質静脈動脈と
思われる血管を認めた．AICA領域に灌流していること
からPTAvと診断した（Fig. 2）．
治療方針：脳血管撮影とMRIの所見よりPTAvに発生

Fig. 1
MR angiography source images 
demonstrated a laterality of the signal 
intensity at the bilateral cavernous 
sinus. Little enlargement of left 
cavernous sinus was shown. 
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Fig. 2
Left internal carotid angiography, 
antero�posterior view 
A�, lateral view 

B� and an enlargement of the lateral 
view 
C� demonstrating the PTAv 
trunk aneurysm. The terminal branch 
of the PTAv was AICA 
C�.



　 　 　　

した動脈瘤が海綿静脈洞内にあり，同部にて外転神経を
圧迫していることから麻痺症状を来したものと推察し
た．症状が急激に進行し，ほぼ完全麻痺となっているこ
とから自然軽快が期待できず，症状改善を考慮すると可
及的早期の治療が必要と判断した．治療は拍動による圧
迫症状の軽減を期待して，血管内治療での瘤内塞栓を考
慮したがwide neck瘤で母血管も非常に細いため，母血
管温存は困難であり internal trappingの方針とした．破
裂を来してもくも膜下出血を来す可能性は少ないが頚動
脈海綿静脈洞瘻の可能性があること，治療によりAICA
領域の脳梗塞を来す可能性があること，治療後も眼球運
動障害が残存する可能性があることを説明した上で同意
を得て治療に臨んだ . 
血管内治療：全身麻酔下に internal trappingを行った．
右大腿動脈穿刺にて �Fr Slim guide（Medikit, Tokyo）
を左内頚動脈へ誘導した．まずはEchelon �� preshaped 
��°（Micro therapeutics, Natick, MA, USA）と �.���-inch 
Transcend softtip（Boston scientific, Natick, MA, USA）
にてPTAvへの誘導を試みたが，内頚動脈からの分岐
角度が急峻であり，マイクロワイヤーはPPTAv内にカ
ニュレーションできるが，マイクロカテーテルを追従させ
ると，遠位側の内頚動脈に逸脱してしまい，シンプルテ
クニックでの誘導は困難であった．このため遠位側の内
頚動脈でHyperForm �mm× �mm（eV� Neurovascular, 
Irvine, CA, USA）のバルーンを拡張し，逸脱を防止しマ

イクロカテーテルを追従させた．動脈瘤の遠位側にED 
coil �� extrasoft �mm × � cm（Kaneka medics, 
Kanagawa）を �本留置し，続いて瘤内をED coil �� 
extrasoft �.�mm× � cm  �本，�.�mm× � cm  �本で
塞栓した．この間，マイクロカテーテルの逸脱を防ぐた
めバルーンを拡張してサポートした．左内頚動脈撮影に
て動脈瘤およびPTAvが描出されないのを確認し手術
を終了した . また術後の左椎骨動脈撮影では脳底動脈よ
り分岐する低形成の左前下小脳動脈が認められ，遠位側
まで描出されていた．脳梗塞合併はなく，術後 �ヵ月で
左外転神経麻痺はほぼ完全に消失した（Fig. 3）．

考　察

　PTAは血管撮影上 �.�～�.�%と最も高頻度に認められ
るprimitive carotid-basilar anastomosisであり ��,��），そ
のうち約 ��%に脳動脈瘤や脳動静脈奇形などの頭蓋内
血管病変を合併するとされている �）. PTAvは本来脳底
動脈と吻合するPTAが小脳動脈に直接吻合するもの
で，PTAと longitudinal neural arteryの不十分な融合が
合併したため起こると考えられている ��）．PTAvの頻度
もPTAと同じく �.�～�.�%と報告されている �����）．
PTAvの小脳支配領域はSCA，AICA，PICAのいずれ
の領域でもよいが，現在まで自験例を含め ��例の報告
があり ���,����,��,�����,�����,�����），AICAへの吻合が最も多く，
��.�%と報告されている ��）．解剖学的にはPTAより近

Fig. 3
Left internal carotid angiography 
A, B� and left vertebral angiography 
C� after treatment. The aneurysm 
and distal branch of the PTAv were not filled on the left internal carotid angiography 
A, B�. The left vertebral 
angiography demonstrated a hypoplastic AICA origin supplying the distal branch of the PTAv 
C�.
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位側内頚動脈（precavernous portion）から起始すると
されており �），外転神経の内側から上行して三叉神経内
側で硬膜内に入る �）．脳槽内ではPTAよりも外側を走
行し小脳動脈と吻合する．PTAは三叉神経痛の責任血
管になり得るとされているが，PTAvの方が解剖学的走
行から三叉神経痛を起こしやすく，Moritaらは ����例
の三叉神経痛に対するmicrovascular decompressionの
経験で �例がPTAで，�例はPTAvが責任血管であった
と報告している ��）．またPTAvはPTAと同様に脳動脈
瘤を高頻度に合併するとされ約 ��%と報告されている ��）．
しかしながら，そのほとんどはWillis 動脈輪に認められ，
PTAvに発生した動脈瘤は比較的稀とされている．現在
まで自験例を含め，報告は ��例中 �例のみ（�.�%）で
あり（Table 1），発生部位は ICA�PTAv junctionが �
例とPTAv本幹部動脈瘤が �例であった �,��,��,��,��）．発症
形式は外転神経麻痺が �例中 �例であり，残り �例はく
も膜下出血で発症している．解剖学的にPTAvはPTA
よりも近位側内頚動脈から分岐し，外転神経のすぐ内側
を走行することから外転神経を圧迫しやすくなるためと
思われる．治療としては �例に血管内治療が行われてお
り，�例が瘤内塞栓 ��），�例が internal trappingであっ
た �,��）．全例，脳梗塞の合併は認めていない．PTAv症
例の一部では画像上，小脳の皮質動脈と脳底動脈の間に
交通が認められると報告されており ��,��），Arakawaらは
PTAvとBAに小血管による吻合を認めた剖検例を報告
している �）．自験例でも，治療前にPTAvから灌流され
ていたAICA遠位部が，血管内治療後の椎骨動脈撮影
にて低形成のAICA起始部より描出された．この点に
ついては術前に内頚動脈でballoon occlusion testを行い，

閉塞時の椎骨動脈撮影をすることで予め確認が可能なの
で予め施行するべきであった．外転神経麻痺例は自験例
を含め �例であるが，いずれも血管内治療が施行され，
外転神経麻痺は改善傾向を認めており，治療法として有
用と思われる．

結　語

　外転神経麻痺で発症したPTAv aneurysmに対しコイ
ル塞栓術を行った．PTAv関連動脈瘤の報告は現在まで
自験例を含め �例と稀であり，このうち �例に外転神経
麻痺を認めた．�例とも血管内治療にて外転神経麻痺の
改善を認めており，有効な治療法と思われる．
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要　旨

【目的】外転神経麻痺で発症したprimitive trigeminal artery variant（PTAv）aneurysmを経験したので報告する．【症
例】�日前からの左外転神経麻痺を呈した ��歳の女性．左内頚動脈撮影にて PTAv本幹部動脈瘤を認めた．これ
に対し internal trapping を施行し，左外転神経麻痺は完全に消失した．【結語】PTAv 関連動脈瘤の報告例は �例
と稀であり �例に外転神経麻痺を認めた．�例とも血管内治療にて外転神経麻痺の改善を認めており有効な治療
法と思われる．


